
IMPROVEMENT OF THE VACUUM SYSTEM FOR THE PF LINAC ELECTRON GUN
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A B S I M C J
The vacuum system for the PF LINAC electron gun was Improved In order to make 

the cathod life  time longer and to increase and stabilize the emission current from 
the gun. Differential pumping method was adopted similar to the one used in the 
positron generator’s gun vacuum system.

The control system of the electron gun vacuum system was improved • It makes 
possible to keep the cathod safe even jn accidents. And it w ill be useful to monitor 
and operate valves remotely .

In this paper mainly actual reformance is discussed ,
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F I G. 電子銃部真空系差動排気の構成

3 • 電 子 銃 部 真 空 系 の モ ニ タ • 制 御
今 回 製 作 し た ユ ニ ッ ト は 電 子 銃 部 の バ ル ブ • 真 空 計 • ロ 一 タ リ 一 ポ ン プ の 0N/0FF制御 

ユ ニ ッ ト で あ る - 各 機 器 の 制 御 回 路 は 独 立 し て お り そ の 1 系 統 を Fig. 2 に 示 す ゥ リ レ ー ラ  
ッ チ 方 式 で あ る 。 ロ 一 カ ル で の ONパ)FF操 作 、外 部 接 点 に よ る リ モ ー ト で の ONパ]FF操 作 が 可  
能 と な っ て い る ◊ 本 ユ ニ ッ ト の 制 御 対 象 は FU. 3 に 示 す 自 動 バ ル ブ V 1 〜 V 4 、真 空 計 G  
1 〜 G 5 、 ロ ー タ リ 一 ポ ン プ RPで あ る 。
現 在 、 こ の ユ ニ ッ 卜を用いて

( 1 ) ロ 一 カ ル で の 0N/0FF
( 2 ) タ ー ボ 分 子 ボ ン ブ の 異 常 発 生 警 報 接 点 を V I 外 部 接 点 に 接 続 し 、異 常 発 生 時  

そ れ を 閉 じ 力 ソ ー ド を 保 護 す る 〃
( 3 ) 停 電 時 V I 〜 V 5 を 閉 じ 力 ソ ー ド を 保 護 す る 。
( 4 ) 停 電 か ら の 回 復 時 、停 電 状 態 を 保 持 し 力 ソ ー ド を 保 護 す る ぐ  

な ど 行 な つ て い る O
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4 . 電 子 銃 部 粗 引 き 系
電 子 銃 部 粗 引 き 系 に 要 求 さ れ る 機 能 を  
( 1 ) 窒 素 ガ ス リ ー ク が 可 能 な こ と 。
( 2 ) 電 子 銃 部 を 大 気 か ら イ オ ン ボ ン ア が 使 用 可 能 な 高 真 空 ま で 引 け る こ と 。
( 3 ) ( 2 ) に お い て リ ー ク デ ィ テ ク 夕 を 接 続 し リ ー ク の 有 無 を 確 認 で き る こ と 令 

と す る 。 本 電 子 銃 部 で は 実 績 の あ る K  E  K 陽 電 子 発 生 装 置 の そ れ を も と に FU. 3 に 示 す 粗  
引 き 系 を コ ン パ ク ト に 構 成 し た 。
窒 素 ガ ズ リ ー ク は VI、V6を 閉 、V5、V?を 開 と し 行 な う 。真 空 引 き は V4、V5、V6、V8を 閉 、 
VI、V2、V3を 開 と し 行 な う 。 リ ー ク チ x ッ ク は V4、V5、V6を 閉 、VI、V2、V3、V8を開 と し  
て 行 な う 。
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